
海外斜張橋の項目別比較検討
　　§1海外工事の特徴

1．　架設方法の概要

主　　　塔

主　　　　　　　　桁 ケ　ー　ブルの

張力導入方法側　径　間 中央径間

FLEHE クライミングフォーム

（RC）

仮ベント移動型枠

（PC桁） 張出し工法

センターホ鴫ジャッキ

TJORN 移動型枠・タワークレゥ

（RC） （PC桁）

トラベラークレーンによる直下

吊り張出し工法

KESSOCK 基部一一26tトラペ．C

上段一移動式クレーン

デリックによる組立て

張出し工法

ウィンチによる引込み

450tセンターホールJ．

LULING 600t全旋回式FC 200tCCによるベント

工法

600t旋回FCによる

張出し工法　　　＊

JINDO クレーン（ブーム79m・4100t）を

地上に設置し架設

架設桁を用いた直下吊

り・張出し工法

油圧ジャッキ200t×2

による引込み

DOLSAN 基部一300t　FC

上段一2000tFC

2000t　FCによる

一括架設

40tデリックによる

直下吊り張出し工法

FARφ 移動型枠・夘一クレーン

（RC）

斜ペント・特製バージ

の旋回工法　　　＊

クレーンによる

直下吊り張出し工法

ADHAMIYAH 既設桁上の136tTCに

よる架設

送出し工法およびTCに

よるペント工法

架設桁を用いた直下吊

り張出し工法

200tセンターホール

Jによる引込み

ANNAC【S 移動型枠

（RC〉

35t　TCによる　　（R　Cプレキャスト床版）

　　バランシング張出し工法

CHAO　PHYA 側径間桁上の200tCC

による架設

200t　CCによる

ベント工法

200tCC2台による

直下吊り・張出し工法

ソケット先端ロッドを

引張ジャッキで引込む

大和川橋梁 35t全旋回クリーパC

による

150tTCによる

ベント工法　　　＊＊

150t　CCによる

張出し工法　　　＊＊

セン外ホールジャッキによる

塔側サドルのアップ

名港西大橋 基部一120t　FC

上部一3000t　FC

800t　FCを用いた

ベント工法

105tデリックCによ
る直下吊り張出し工法

センターホールジャッキ

500tによる引込み

S字斜張橋 150tCCによる

ベント工法

300t，150tCCを用い

たベント工法

150tCCによる

張出し工法

センタ詠一膨ヤッキ

600tによる引込み

備考 　　　＊：unique

＊＊堺側はバランシング張出レ工法

　　　　　＊：unique

」＿
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2．　架設ブロック（分割数，最大ブロック長，重さ） 3．輸送についての

特別事項主　　　塔

主　　　　　　　　桁 地組
　の

有無側　径　間 中央径間

FLEHE

（RC） （PC桁）

20ヶx18m，

　　　110t

○

TJORN

（RC） （PC桁）

19ヶ×20m，

　120～140t

台船輸送

KESSOCK

LULI付G 20ヶ×17．1m

　　　　153t

33ヶ，40．5m，166t

JINDO 6ケ

　45～7伊

3ブロック
（大ブロック）

小ブロック ○

DOLSAN 7ケ 31
ケ 台船輸送

FARφ
（RC）

　80m
600t

16m 　　○

船台を利用

双胴船の

特製バージ

ADHAMIYAH 7ケ 31 ケ
　
　
　
　
1
2
0 t

○ バージ

（ユニフロート8～12）

ANNACIS

（RC）

18m

CHAO　PHYA 18ケ

　　　　　　175t

　　32

63t

ケ
　
　
　
　
1
9
1 t

○

大和川橋梁 8ヶ×7．3m

　　90t

11x59ヶ，13．5m

　60T

× 陸上輸送

名港西大橋 基部4ヶ10m，140丁

上部1ヶ110m，1200t

8ヶ×68m

380～550T

25ヶ×12．5m

54．5～94．1T

○ 塔は3000tFCの

吊下げ輸送

S字斜張橋 15ケ，5ケ，

　45T

20ヶ×5．12m

　　45T

×

備　考
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4．　　閉　　　　合 5．　現　場　継　手

FLE”E 全溶接

TJORN Almon側に150mmセットバックして閉合。
一

KESSOCK 北橋台のタンパー沓でセット・バック，上段2本

のケーブルであげこす。

H．T．B．ただし車道部デッキのみ溶接

（橋軸一サブマージアーク，直角一M　I　G）

LUUNG 200Tジャッキ2台で178mmセット・バック仮ケー

ブル・側径間上段ケーブルで仕口調整。

H．T．B．（主塔では仮ポルトを用いず）

Jl　NDO セット・バック300㎜，4対のジャッキで下で移

動させ上でMを導入。

主塔一手溶接

00LSAN 仮固定をゆるめセット・バック200丁油圧ジャッキ

4基の，上の2基で移動させ。下でM導入。
溶接

FARφ 取付部では溶接

AnHAMIYAH 桁橋のジャッキ・アップしてM，S＝0に調整

セット・バック220mm

主塔一面接触

（桁ではM，Sを分離）

A㎜ACIS H．T．B．

CHAO　PHYA H．T．B．ただし鋼床版デッキのみ溶接

（サブマージアーク溶接）

大和川橋梁 大阪側桁の150mmセットバック，そのジャッキで

桁を押し，カウンター・ウェイトで仕口調整。

H．T．B．

名港西大橋 両側に各々229mmのセット・バック，これに用いた橋脚梁

のジャッキで押し，架設桁ジャッキで仕口調整。

H．T。B．

S字斜張橋 点閉合方式でM導入せず。 H．T．B．

備　考
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6．　仮ケーブルの使用

有
無

使　用　理　由 ケーブル形状

FLE”E × 1面〔ll職巌

TJORN × 2面マルチファン

　　4段

KESSOCK ○ ケーブルのない側径間の支持 2面マルチハープ

LULING ○ ケーブル定着間が長い 2面ファン3段

JINDO ○ 架設桁を用いた張出し架設時に

本ケーブルを助ける

2面マルチファン

DOLSAN X 中央径間張出し架設用デリッキは

塔まで移動

2面マルチファン

FARφ

ADHAMIYAH ○ ケーブル定着間が6伽と長い 1面ハープ2段

ANNACIS

CHAO　P”YA × 1面マルチファン

大和川橋梁 X 1面ハープ

　4段

名港西大橋 × 2面マルチファン

　12段

S宇斜張橋 × 1面マルチファン

　17段，7段

備　考
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§2経済性比較（■）
幅員　　B（m） （1）桁鋼重t　（kg／㎡） （11昨一コン列一ト・V（㎡） ω上部建設費

橋　　　　　名 塔高　H（口） ②塔鋼重　　（t／m） （21床版コン列尋（㎡1
桁　高　　h（の （3）ケーブル鋼重 ③ピアー鉄筋重量（t》 （2）下部建設費 経済性に　かかわ　る　特記事項

（所在地・完成年） （h／中央支間長）

床版・桁・タイプ

（4）沓，他 ㈱床版厚　　（㎝》

⑤　その他 （3）舗装附属費

僑　長（支間割） 塔・ケーブルタイプ 合計鋼重　　（kg／㎡） 総建設費

B＝41．7m 河川横断部のみ 基礎及び塔 α》塔1，110万マ吻 設計上
（1生75x2） コンクリ騨卜　18，700㎡ 鋼桁4，700万マ砂 ・桁は主径閥が鋼床販箱桁，側径聞がPC箱桁の複合斜張橋．

FLEHE H＝12軌5m （1｝＋（2）　7，000t 鉄筋　　　1，650t PC桁2。930万マ砂 ・ケーブルはロックドコイルで最大径111φ㎜（最長320㎜）を採用。

h＝3。8m （3）　　1，200t 鋼材　　　　100t ケーブル内層は鉛丹塗り，外層は亜鉛メッキ。
（西ドィツ，1979年） （1／97） 高水敷部 （2）　　720万マ砂 ・桁継手は全溶接構造。

逆Y形 8，200t コンクリート　42，900㎡

1148．Om （RC） 鉄筋　　　2，900t £＝9，460万マ砂

ファン，ハープ 鋼材　　　1，350t
（60．Ox13＋368．0） 主径間・鋼箱桁

側径間・PC2箱桁

LRC
1面ケーブル

B＝15．75m ω　2，230t（387） 設計上
（12．5） ・主桁は，中央が鋼床版箱桁，側径聞がP　C桁の複合斜張橋。

TJORN H旨69m （2）　　一

　　　　　　　　　h昌3．Om
（スウェーデン，1981年）　　　（1／122）

　　　　　　　　門形
　64マ．Om　　　　　　　　　　（RC、

　　　　　　　　ファン
（156．6＋366．O　d24．0）　　　　主径間・鋼箱桁

（3）　364

、（4）152　（ケー九定着構造）
不　明

£＝2，746t（476）

　　　　架設及び工期
　　　　　・工期が非常に早い、事業決定より2車線開通迄1年7ア月

不明　 完成迄5ヶ月である。

　　　　　・継手訊ケープル定着部に部分足場がある程度である。
　　　　　・工場で上塗塗装迄されている。

側径間・PCT桁 2年5ケ月
2面ケーブル

中央径間鋼床版

B＝21．9m 上下部分合計 設計上

（7．3x2） 入札価額 ・渦励振による耐風対策とし，中央径間に8ヶの粘性質量ダンパーを取つけ
KεS　S　O　C　K H＝40．Om 1725万ポンド た，これは制振翼を設けるより経済的と判断した為である。

h＝3．5m
（イギリス，1983年） （1／69） 架設上

独立2本柱 ・継手部や，桁引込みの足場が非常にシンプルである。又，落下防止の安全
1052m ハープ 不　　　明 不　　明 不　　明 ネットは設けてない。

がイ勃ブ％ジ

（60，0＋6屯0＋6生0÷72．0＋80，0 ストランド（メッ書） 製作上

申240．0＋80．0＋72．0＋64．0 2面ケーブル ・キャンバーは添接部を折点とし，加工の簡素化を計った。
？64．0＋64．〇＋64．〇＋64．0） 綱床版1桁 ・仮組立は，最初の格間ブロックのみを行い，他は行なわないで製作の簡素

化を計った。



経済性比較（2）

一
一
ω

1

幅　員　　B（m） （1）桁鋼重t　（kg／㎡） （1）断一コンクリート・V（㎡） （1）上部建設費

橋　　　　名 塔　高　　H（の （2）塔鋼重　　（t／m） （2）床版コン列一ト（㎡）

桁　高　　h（m） （3）ケーブル鋼重 （3）ピァー鉄筋重量（t） （2）下部建設費 経済性に　かかわ　る　特記事項
（所在地・完成年） （h／中央支間長） （4）沓，他 （4）床版厚　　（㎝）

床版・桁・タイブ （5）その他 ③舗装附属費
橋　長（支間割） 塔・ケーブルタイプ 合計鋼重　　（kg／㎡） 総建設費

B＝25．6m （1）12，241t（582） 百万US＄ 設計上

LULING （1L7x2） ①　42 ・メンテナンスを考慮し，耐候性鋼材の裸使用，ただしクロスガーダーの内

H＝75．Om （2）　4，350　（20．4） 部，ガードレールは塗装。

（アメリカ，1982年） h＝4．3m （2）43

（1／87） （3）　　490 架設

836．6m A　形 不　　明 Σ＝85百万US＄ ・仮ボルトを使用せずいきなり本ポルトを使用しナット回転角法とした。

放射型 （4）　L362 ・足場は日本に比ぺ非常に簡単なものである。

600t全旋回型クレーン船を使用し，塔及び桁の架設を行った。（79．2＋154．8＋372．5＋150．9 PW3
＋79．2） 2面ケーブル Σ＝18，443t（861kg／㎡）

鋼床版

B＝1L3m ・桁，塔共に現場溶接を採用。

JINDO （8．4） ・中央径間の桁は直下吊り工法を採用。

H369，0m ・上・下部工期含め，34ヶ月と早い。

（韓国，1984年） h＝2．75m （桁架設サイクル　13．5日／ブロック）

（1／125） 不　　　　明 不　　明 不　　明

484．Om A　形

（70．0甲34！0－70．0）

放射型

LRC
2面ケーブル

鋼床版箱桁

1合計
　1500万U　S　S

DOLSAN

（健国，1984年）

A形　　　　 （1）　2，d50（521〉
放射型　　　　　　（2）　　300

LRC　　　　　　（3）　　150

2面ケーブル

鋼床版箱桁　　　　£＝3300　（604kg／㎡）

不　　明 不　明

484．Om 合計

　1500万U　S＄

・橋梁部，上下部工期含め33ヶ月と早い。

・形状管理方法は，架設途中は形状管理のみであり，桁閉後にテンションメ

ーターによる張力管理を行い，ケーブル本数の半分程度を1回調整したの
みである。

（85，0＋28α0＋85，0）

FARφ
（デンマーク，1985年）

530．Om（斜張橋部）

（120．0＋290．0＋120．0）

B＝22．9m
（一）

H≒67m
h＝3．5m
（1／83）

A形
（RC）

ファン

鋼箱桁

鋼床版箱桁

PWS
1面ケーブル

不　　　明 不　　明

橋梁全区間

210億

設計上の配慮

　・桁は全断面溶接継手を採用し，できるだけ同一断面を大量に使用した。

　・塔は，中空断面のR　C構造とし，コンクリートボリ昌一ムの低減を計った。

　・メンテナンスを少なくする為，箱桁内部の除湿装置を設けた。

架設上の配慮

　・双胴船デッキパージ上に80mの立体ブロックを乗せ，架設地で旋回し，既

　設ブロックに固定し，現場溶接をするという工法により架設の経済性を計

　った。
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経済性比較（3）
『 幅　員　　B（の （1）桁鋼重t　（kg／㎡） （1》断一コンクリート・買㎡》 （1》上部建設費I

I
　
　
　
橋
　
　
　
　
名
1 塔高　　H（の （2｝塔鋼重　　（t／m》 の床版コンクリ唖（㎡）

8 桁　高　　h（m） （3）ケーブル鋼重 ③ピアー鉄筋重量（t） ②下部建設費 経済性にかかわる特記事項
1　　　（所在地・完成年）
i

（h／中央支間長） ㈱　沓，他 ㈱床版厚　　（㎝）

1 床版・桁・タイプ （5）その他 （3）舗装附属費

1　　　橋長（支間割》
1

塔・ケーブルタイプ 合計鋼重　　（kg／m’） 総建設費

1
， B富30．1m ω　3，455t（283） （2》　2，167㎡ ω　40億円 設計上

1 （10。5x2） ・塔の連結，主桁とブラケットの連結は，ロッドによる引張り接合を採用し

　　　ADHAMIYAHI H＝527m （2）　　203t（356） （4）ワッフル型125㎝ ②　38　　〃 ている。

h＝3。3m ・桁はワッフル型コンクリート床版と鋼箱桁の合成断面とした・1　（イラク，1985年）
（1／55） （3）　　196t £＝78億円 ・工期は上，下部で3年が始めの予定であった。

1 独立1本柱 （戦争で1．5年延びた）

1　　　　405．Om ファン，LCR ④　　　66t （2》に取付道路費 ・足場は日本に比ぺ非常に簡単なものである。

1 鋼箱桁 約1／3を含む
「 1面ケーブル Σ富3，920t（322kg／㎡）

1 合成箱桁

1 RCワッフル型

き
床版

B＝32。Om （1》　5，600t ピアーV．3，006㎡ 総工費 設計上＝全ての面で経済設計の考えが生されている。

（8．7×2） タワーV．　8，586 215m厚のプレスキャスト床版と桁高2mの工断面の合成桁として経済断

ANNACIS H＝98．8m 45．7百万C闘＄ 面を考える。

h＝2．Om ピァー鉄筋　550t ・材料及び労働力調達等のコスト面より，プレキャスト床版及びコンクリー

（カナダ，1986年） （1／233） タワー”　2，050t 卜舗装を採用。

H　型 ・現場作業の省力化を考え，現場接合はボルトを使用した。

930，5m （RC） ・加工の簡化より桁部材長は18mとし，ケーブル間隔は9mとし最小費用で

ファン 架設時の曲げ剛性を確保した。

（50．0。182．75ψ465．0一 鋼2主1桁 ・塔は下部工費のコストアップを含めて考え，紐C構造が経済的と判断した。

1　　182．75T50．0） PWS
2面ケーブル 架設

5 プレキヤスト床版 ・桁及びプレキャスト床版の架設は1サイクル10日の工程，下部工期1α5ヶ
1

月，上部8ヶ月。

1 B；33．Om （1）13，950t（541） 11168億円 設計上

（12．Ox2） ・ケーブルはロックドコイルを使用している最大径は167φで世界最大であ

　　　CHAO　PHYA2
H富78．3m （2）　2，000　（1乞77） （2）28　〃 る。

1 h＝4．Om ・桁高4mで，ウエブの鉛直方向で断面変化させ経済断面としている。
1　（タイ・工事中） （1／113） （3）　1，250 不　　明 Σ＝96億円 ・塔ブロック間の連結は，メタルタッチによるカの伝達を原則とし，溶接を

独立1本柱 パーシャルの突合せとし補足的に併用している。l
i
　
　
　 78L2m
！

ファン

LCR
（4）　　900

1（4a8＋576＋6L2＋45α0＋ 1面ケーブル Σ＝18，100t（702kg／㎡）

1　61．2＋57．6＋4a8） 鋼床版箱桁
I
I
l
　
－
　
1

中央径間のみ台形

［
i



経済性比較（4）

1
一
一
〇

1

橋 名

（所在地・完成年）

橋長（支間割）

幅員　B（の
塔高　H（ω
桁高　h（の
（h／中央支間長）

床版・桁・タイプ

塔・ケーブルタイプ

（1）桁綱重t　（kg／㎡）

⑫）塔鋼重　　　（t／m）

（3）ケープル鋼重
i（4）　沓，　｛也

合計鋼重　　　（kg／㎡）

（D　ピァーコンクリート・V（m’）

（2｝床版功リート（㎡）

③　膨一鉄筋重量（t）
（4）　床版厚　　　　　（㎝）

（5）その他

①　上部建設費

②下部建設費

（3）舗装附属費

総建設費

経済性にかかわる特記事項

大和川橋

（大阪府，1981年）

6530m

B＝30，0m
（25．4）

H＝62．3m
h＝3．6m
（1／99）

鋼床版

①10，864t（555） ①24，145㎡

（2）　　1。337　　　（10，73）　　　　　〔3）　　2，334t

（3）　　1，201

〔1）10α2億円

（2）42．6〃

（3）　2．6〃

設計上

　・塔断面は，1本柱であり，面外曲げに抵抗すぺき高張力鋼H．t80材を使用

　している。
　・基礎は，大規模な鋼管矢板式基礎工法とした。

653．Om 鋼床版

台形箱桁 （4）　1，043 £＝145．8億円

（1490＋355。0山1490） 独立1本柱
ハープ Σ＝14，445t（737）

P　W　S

1面ケーブル

B＝14．5m （1）　5，849t（534） （1）44，519㎡ （1）　87．7億円 ・ケーソン施工は・水深が深い為，鋼製ケーソンをF／Cにより吊り込み，

名港西大橋 q2．5） 海上ジャケットの中に入れる工法とした。

H＝893m 〔2）　3063　（1715） ③　5，223t （2）　709〃 ・主桁の架設で側径間及び中央径間の一郎は，F／Cによる大ブロック架設

（愛知県，1985年）

755．Om

（175，0－405．0窄175．0）

h＝2，72m
（1／149）

鋼床版

偏平六角形箱桁

A形
フアン

PW3
2面ケープル

（3）’600 （3）　3．8”

工法を採用・かつ，中間径間部は，直下吊り工法とした。

・塔の架設は，F／Cによる大ブロック立起こし架設の工法とした。

i（4）　561 Σ＝162．5億円

1Σ：＝10，073t（920）

　　　　　　　　　　B＝23．5m
　S字形斜弓長橋　　　　　　　　　　（　　）

　　　　　　　　　　H　l蕊65．Om
　（東京都，1986年）　　　　　　H2＝29．Om

　　　　　　　　　　鋼床版
　　455．Om　　　　　　　　　　変台形箱桁

　　　　　　　　　　独立1本柱
（40．5一』134．0＋220．0÷60．5）　　ファン

　　　　　　　　　　PWS
　　　　　　　　　　1面ケーブル

（116，570t（614）

（2）　450　（4．79）

（3）　230

（4）　290

ω　　2，500m， 不　明 ・なし

Σ＝7，540t（705）



§3　安　全　性　上ヒ較

一
一
〇

1

架設計算の手法等 架設時の本体及び機材の 足　　　　場　　　　の　　　　概　　　　要 その他安全に関して
安　全率　　　基準等

塔添接足場は強固手摺も強固ネットはなし。

F　LEHE 橋上の手摺は1殴でスタンションは弱そう。ネットなし。
主桁添接足場は移効式。

橘上手摺不完全。

TJ　ORN 主桁添接足場は移動式でシンプル。

橋上手摺は（スタンシ3ン》＋（ロープ》すぐ倒れそう。 安全記録はファーストクラス。
K　E　S　S　OC　K 主桁添接足場は移勤式。 璽大災害なし。

海 架設先端橋脚へはとう乗設備を使用。命綱なし。

解体計算により断面力、 主桁添接足場は移効式。作業場所で一郎ネット使用。

外
LUL　l　NG 変位算出 とう乗設備使用時に命綱使用。

J　l　ND， 桁側ケーブル引込足場は人が乗れる最少限の設備（手摺もなし》。
橋上手摺（スタンション）＋（ロープ》すぐ倒れそう。

工 DOL　SAN 主桁添接足場は移動式。構造シンプル。

桁側ケーブル引込足場は移動式。　（しっかりしている》

FARφ 主桁添接足場はケーブル引込足場と一体。

ADHAM　l　YAH
非線形、線形解析により各ステ
ップ毎に解訴

一部BS　I53
ほとんど日本の「遭示』及び

主桁添接足場は移動式。
アゥターガーダー架設陵は全面足場。　（板1＋　（金網》

「鋼構造架般設計指針』 日本の一般橋梁の設備に準じてはいるが，簡単である。

架設状態を現場のコンピュータ 塔側ケーブル引込足場は移動式。　（しっかりしている》

ANNAC　l　S 一により常に把握 PCコンクリートパネル架設前は一応手摺（ロープ》有。
作業員は安全帯を着用。

線形解析で各ステップ毎に解析 日本の「道示」及び 主桁添設足場は移動式。

CHAO　　PHYA 「鋼構造架設設計指針』 概して足場はシンプル。

非線形解析により各ステフプ毎 「遭示』及び 楢上手摺、添設足場は強固。ネット使用．
国
　
　
内

大　和　川 に計算 「鋼構造架設設計指針』 主桁添設足場は強固。　　　　　　〃

線形解析により各ステップ毎に
工 名　港　西 計算 同　　上 同　　　上

事

S字斜張橋 立体非線形解析により各ステフ 同　　上 同　　　上
プ毎に計算



§　4　　形状管理

［

一
一
刈

’
＼
　
　
項
目
橋
余 ＼、

形　　　　　状　　　　　管　　　　　理　　　　　方　　　　　法
結　　果　　お　　よ　　び　調　　査 備　　　　　　　　考

架　　　　　　設　　　　　　時 架　　設　　完　　了　　時

FIE“E ケー九張力油圧ジャッキのゲージ圧で制御管理

JTOR閥 設計シム量障入のみ 燗整なけし。載荷実験を行い主桁応力およびケー
九張力の設計値との比較をしている。

KESSOK 主桁軸ンル設計偵に対し20囎

LUllN6 セン外ホ鴫塀締一の荷重計を監視しながら設計シム

量挿入のみ（シム量，最上段ケー九6io4ioその
他

主桁軸ンかとケー九張力計測（加速度計と抄醒
ラフを用いた強制振度法，夜間実施》

1回の凋整（ケー九72本中27本》で規定値満足。
視定笹は主桁鮭”一中央で12io（305■》以内ケー
九張力，設計値に対して±5％以内。

主桁赫ンル通常の回島使用。
主塔の倒れ，橋脚上からトランシットを

使用。

JmOO 主桁督ンルとケー九張力計測 主桁聞ケーブル2，3本張力再導入，その結果
すぺて親定値を満足した。

00LSA腿 主桁督ン小計測のみ 主桁柄ンか　とケー九張力計測（テンシ，ンメークー》 ケー九総本数の中半分程颯整。　1回で規定値を満
足した。

FAk

AOAMIYAH 主桁料ン’1一計測 設計シム量のみで規定位滴足．規定値との榊ン躍

一差最大30凹

A測ACIS 主桁軒ンπ一とケー九張力計測（ロ。樫ル），サ什コンピュータ

ーによる解析をしている。

CHAO　P“冒A 主桁軸ン小とケー九張力計測（テンションメーケー），架設

ステップ毎に最適シムを決定している・

OUINCY

名　港　西 主桁軸ンか，主塔倒れ，ケー九張力（振動法と油圧
ジャ脅併用》計測

調整なし，主桁制ン躍一誤差＋37凹～一15凹ケー九

張力誤差一11t～＋6t（目標導入張力131t～
190し）

主桁軸ンル，区島併用
主塔の倒れ，レーサートランシ，卜使用。

大　和　川 素線歪，ケー九朔，ケー九振助数の3点の計測 ケー九サプ値（中央径聞上段）設計憤406凹に対し

て437凹

素線歪はひずみザージを使用。

S字斜面橋 主桁軒ンル，主塔倒れ，ケー九張力（振動法とロー哩
轟併用）☆主桁制ンκ一管理重視

架設時と同様（架設機材撤去》
☆ケー九張力管理重視

主塔面内曲げ｛一メント誤差大，ケづ酵3本中21本燗

整．規定値内に入った。



§　5 耐風性に関する主要工事の実績（1）
FLEHE（西独） TJORN（スウェーデン）

橋　長（支間割） 1148M（13×60＝780
　　　＋368）

645M（156＋366＋123）

幅　員 41．7M 15．75M

構造形式

主桁
主径間：鋼床版1箱桁（3．8M×16．3M）

従径間：PC箱桁

主径間：鋼床版1箱桁（3．OM×　8．5M）

従径間：PC箱桁

塔 コンクリート製　A型 コンクリート製（4．OM×4．5M）門型

ケーブル ロックドコイル（MAX×118φ）一面 ロックドコイル（MAX×108φ）二面

架設工法（主径間）
片持架設 片持架設

（トラベラークレーンによる直吊り）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁

塔

ケーブル

実　施

設計時

主桁
計算によりV。，＝47m／sec
であることを確認し，対策は不要と判断
した。

塔

ケーブル

実　施

対　策

主桁

塔

ケーブル

6～12本のワイヤーを部分的に集中させ
た配置である。並列ケーブルの振動防止
を目的としスペーサを挿入している。

完　　成　　年 1979．12 1981．11

rい呂一



耐風性に関する主要工事の実績（2）
KESSOCK（英） LUL　I　NG（米）

橋　長（支間割） 1052M　（60＋64×2＋72＋80＋240＋
　　　　80＋72＋64×5）

837M

（79．25ト155＋372．5＋151＋79．25）

幅　員 2L92函 25．604M

構造形式

主桁
鋼床版2主桁（h＝3．5M） 鋼床版2箱主桁（h＝4．267M）

塔
鋼製箱断面（1。6M×2。2M）

　　　　　　独立単柱2本

鋼穂面麟1』謬）

ケづル 橋梁用スパイラルロープ　ニ面
旧Amアンカーケーブル（307）二面
　素線6．35mmφ

架設工法（主径間）
片持架設
（トラベラークレーンによる）

片持架設

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁
2次元風洞試験により基本断面形状を決
定している。
フェアリングを取付けている。

塔

ケーブル

実　施

設計時

主桁
グラスゴー大学での風洞実験の結果，渦
励振の発振があったが，対策の必要はな
いと判断した。

2次元及び3次元の風洞試験を実施した

塔

ケープル

実　施

対　策

主桁
実機計測の結果，振幅250mmの渦励振を
観測。

TMD方式の制振装置取付け。

塔
制振対策は実施していない。

ケーカし

完　　成　　年 1983 1983．10

一119一



耐風性に関する主要工事の実績（3）
J　I　NDO（韓国） FARO（デンマーク）

橋　長（支間割） 484M

（70．0＋344．0＋70．0）
1726M　（78＋7x80＋120＋290
　　　　＋120＋6×80＋78）

幅　員 11．7M 22．2M

構造形式

主桁 鋼床版1箱桁（2．75M×11．7M） 鋼床版1箱桁（3．25MX19．6M）

塔
鋼製箱断面（2。OM×2．5M）

　　　A型
コンクリート製

　　　　　A型

ケー九 ロックドコイル（MAX87φ）二面
HiAmアンカーヶ一ブル（MAX277）
　素線7mmφ一面

架設工法（主径間）
片持架設
（吊り上げ桁による直下吊り工法）

片持架設
（大ブロック直下吊り上げ工法）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁

塔

ケーブル

実　施

設計時

主桁
風洞試験実施
高欄形状もこれにより決定

塔

ケーブル

実　施

対　策

主桁
架設時に一時的対策を実施
　側径間：仮の減衰装置
中央径間：仮の耐風スポイラを設置

塔
架設途中自立状態においてスライディン
グブロック方式の制振装置を設置。

ケープル

完　　成　　年 1984．10 1985．6

一120一



耐風性に関する主要工事の実績（4）
ADHAMIYAH　（イラク） ANNAC　l　S　（カナダ）

橋　長（支間割） 370M

（66．25＋182．5＋12L25）
930．5M（50＋182。75＋465＋
　　　　182．75＋50）

幅　員 30．1鱒 32．OM

構造形式

主桁
鋼1箱桁（3．335M×7。5M）
（コンクリート床版）

1断面2主桁（2．1M　x28．OM）

プレキャストコンクリート床版

塔

鋼製箱断面　　（2．OM×2．OM）

　　　単柱
コンクリート製　門型

ケーブル

ロックドコイル（M献75）一面 ラングより亜鉛メッキ鋼線二面
（PE管被覆）

架設工法（主径間）
片持架設
（仮ケーブル使用）

片持架設
（35t吊トラベラークレーン）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁

塔

ケーブル

実　施

設計時

主桁
風洞試験によりV。，＝50m／secを確認し
ている。

塔

ケーブル

実　施

対　策

主桁
架設系の2次元風洞試験を実施。耐ギャ
ロッピング対策としてデフレクターを一
時的に設置。

塔

ケーブル

完　　成　　年 1985．7 1986．2

一121一



耐風性に関する主要工事の実績（5）
CHAO　　PHYA　（タイ） SECOND　　HOOGHLY　（インド）

橋　長（支間割） 781．2M　（46。8＋57．6＋61．2＋450
　　　　　＋61．2＋57．6＋46．8）

822。96M
　（182．88＋457．2＋182．88）

幅　員 30．1M 32．OM

構造形式

主桁 ’鋼床版1箱桁（4．OM×21．8岡）
1断面2主桁（2．0閣x29．1M）

コンクリート床版

塔 鋼製雛面｛識計響 鋼製箱断面　門型

ケーブル
ロックドコイル（MAX167φ）一面 二面

架設工法（主径間）
片持架設
（トラベラクレーンによる直下吊上げ）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁

塔

ケー九

実　施

設計時

主桁
計算により自励振動V。，＝90m／sec
以上を確認。

塔
計算により渦励振V。，＝7m／sec
を確認しているが，この時点では不要と
判断した。

ケーブル

実　施

対　策

主桁
風洞試験の結果，渦励振の制御が必要と
なりTMD方式の制振装置を設置する。

塔 同　　上

ケープル

完　　成　　年 1987．12 工事中

一122一



耐風性に関する主要工事の実績（6）
大　和　川（日本） 名　港　西（日本）

橋　長（支間割） 653．OM　（149．0＋355．0＋149．0） 758．OM　（176．5＋405＋176．5）

幅’員 30．OM 14．5M

構造形式

主桁 鋼床版1箱桁（3．6M×19．OM） 鋼床版1箱桁　（2．72問x14．5M）

塔
　　　　　　橋軸（4．OM～3．8M）
鋼製箱断面
　　単柱　　　直角（3．側）

鋼製箱断面　　（2．7MX4．8M）
　　A型

ケー九 PWS－217～169　一面 HiAmアンカーケーブル（猟X379本）二面

架設工法（主径間〉
片持架設
（トラペラークレーンによる単材〉

片持架設
（トラベラークレーンによる直下
　　　　　　　　　　　　　吊上げ）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁
2次元風洞試験により断面の基本形状を
決定。

塔

ケー九

実　施

設計時

主桁
3次元風洞試験により最終断面形を決定
した。　（完成系・架設系）フラッタ及び
渦励振の発生がないことを確認。

2次元風洞試験を実施（完成系）
架設系に対して3次元風洞試験により，
安定性を確認。

塔
風洞試験の結果，頂部の構造を閉塞型か
ら開口型に変更架設途中の自立時にTM
D方式の制振装置を設置。

ケーが

実　施

対　策

主桁

塔

ケーブル

完　　成　　年 1982．5 1985．3

一123一



耐風性に関する主要工事の実績（7）
S宇斜張橋（日本）

橋　長（支間萄D 455．OM（40．5＋134．0＋220．0＋60．5）

幅　員 23．5M

構造形式

主桁 鋼床版1箱桁（3．2團x15．OM）

塔
鋼製箱断面　橋軸（3．5M×2．5M）
　　単柱
　　　　　　直角（3。OM）

ケーブル HiAmアンカーケーブル（MAX313本）一面

架設工法（主径間）
片持架設
（トラペラークレーンによる単材〉

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁
耐風性の照査要目を整理し，
2次元及び3次元の風洞試験
により基本断面の決定，空力

塔
ダンパーの設置による安定性
対策を確認している。

ケーブル

実　施

設計時

主桁
風洞試験により空カダンパーの最終形状
を決定。

塔
風洞試験により空カダンパーを設置する
ことに決定。

ケーブル

実　施

対　策

主桁 フェアリングを取付けている。

塔
デフレクターを取付けている。（完成系）
架設途中の自立時の対策として足場に整
流技を取付けている。

ケーブル

完　　成　　年 1986．
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§6斜張ケーブルの比較（■）
橋　名

F　I　e　h　e

項 目

ロックドコイル

外　　観　　　　種　　別
　　　　熊　　　1面吊り
．　　　　　　F－r　　　　ハ’一プ＋ファン形
1　6。。x！337e。。　！渇り1　　　　　　7段
じ　　　　　　　　　PC“　　　　　　　　　　　　1　　　　｛＝鶴3　　　1

丸鋼線（5層）及びZ鋼線（6層）
4．25～4．8m冊

φ93m面，φ97mm，φ　105mm，φ111mmの4種類

ス　ト　ラ　ン　ド形状

最大ケーブル長：320m

ストランド数 上から　φ105－12本，φ97－6本，φ111－6本，φ111－6本，
ケーブル

φ97－6本，φ93－6本，φ111－6本
ケーブル径　　　（mm）

素線 引張強さ　　　（kg／mm2）

弾性係数　　　（kg／mm2） 163

・ケーブル鋼線外層　　　亜鉛めっき
ケーブルの内層鋼線　　　亜麻仁油＋鉛丹塗り

ケーブルの防錆方法 ケーブル上面塗装　　　下塗り　Folic　PCR8041
450μ　　　上塗り　Fohcポリウレタン

材　　　　料
；「騨．

ソ
ケ
　
ッ
ト

定　着　方　法

定着構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽全螢、

．．，，．，欄．縮瞬畿織懸
にナット固定　　　　　　　　コンクリート桁側　　　　　　　　鋼桁側

塔・鋼桁側r・ナットで固定　　　　　　　　　　塔　側

架 架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
引込み側 主桁側

設 プレストレス導入方法 ソケットに引張りスピンドルをねじ止めし，ジャッキで押し下げる

張力の測定方法 油圧ジャッキのゲージ圧

oケーブル重量　1200t
oケーブル試験

伸び剛性試験
そ　　　　の　　　　他 引裂き試験

ボルトのねじ山強度試験
ケーブルの耐久性試験

o製造工場　Thyssen社
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斜張ケーブルの比較（2）

項

　　　　　　　　橋　名

目

Tj　o　r　n

外　　観　　　　種　　別

驚61　　　・o　　　I

　　　　ロックドコイル
　　　　2面吊り
　　　　ファン形　4段
124へ1

PC》　1　　　　鱈“　　　　　1 閃旧

ス　ト　ラ　ン　ド形状

φ77，φ88，φ108の

　　　　　　3種類

　M猟．ケーブル長：160m

ケー九

ストランド数

ケーブル径　　　（m皿）

2本

上記

素線 引張強さ　　　（kg／皿m2）

弾性係数　　　（kg／mm2）
163
1．68x104

ケーブルの防錆方法
素線の電気亜鉛めっき＋ポリウレタン塗装

（450μ）

ソ
ケ
ッ
ト

材　　　　料

定着方法

定着構造

鋳造（GS62．3，DIN1681）

Zamak　Z610

ソケット外面にネジを
切り，ナットにて固定

　　　　　　9押
　．．』灘癒・一．＿．斌

　　　　　　塔　側
R9主桁側　　　　　　　　　　鋼製主桁側

架
　
　
　
　
　
設

　　架　設　方　法

ケーブルペントの使用有無
　　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

塔の頂部に設けたホイストにて
引き上げる。

　　　無
　　　主桁側
ソケットに取付けたテンショシバ＿をジャッキにて引き込み

1次振動の周期を測定及びジャッキのマノメーターの読み

そ　　　　の　　　　他

02本のストランドは片方ずつ取換え可能

oケーブル，ソケット他重量： 364t
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斜張ケーブルの比較（3）
　　　　　　　　　橋　名

項　目　　　　　　　一＼
　　　　　　　　　　、　　　　

Kessok

外　　観　　　　種　　別

L　　　　　●　脚　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰■

一！ll　　　4f．1．1，」
〒一一善．r一即．・．一刃
　　1：
　　7”卸漁。払9’7乙ρ
　　　　　　　　『

スパイラルブリッジ

　　　ストランド
2面吊り

ハープ形　8段

λ　ト　ラ　ン　ド形状 φ　101mm

ケープル

ストランド数

ケーブル径　　　（m皿）

素線 引張強さ　　　（kg／mm2）
弾性係数　　　（kg／mm2）

ケーブルの防錆方法
素線の亜鉛めっき

ソ
ケ
ッ
ト

材　　　　料

定着　方法

定着構　造

演寒☆ll評

r3 、磁い1、
　　、“ ぐ制

禽ふ
．Yg　l

ソケット外面にネジを切り，

ナットにて固定　　　　　　1’ 累

架
　
　
　
　
　
設

　架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

油圧クレーンで行ない，ウインチで引込む

　主桁側　　　　　　　　　「

ソケットにネジ込まれたテンションロッドをジ”キ（450t）にて引き込む

振動法

1り

そ　　　　の　　　　他

o製造工場　British　Rope
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斜張ケーブルの比較（4）

項

　　　　　　　　橋　名

目

Lu　l　l　n　g

P‘7’緊　躬P7

　　　　　　PC鋼線ストランド

貸　¢
　　　　　　2面吊り

（φ6．35mm）

外　　観　　　　種　　別
　　ρ3珍　P4ρ5　　　a　／
1搏．2」．己1　3η5

P”’”

1，罰瀞田　　放射形3段

ス　ト　ラ　ン　ド形状

素線径　本数　　　PE管外径

　6。35×103　　　　φ110
　”　×211　　　φ160
　〃　×271　　　φ160
　〃　x307　　　φ181

平行ストランド4種類

（mm）

　　　規格：ASTM－421
　　　　　　　TYPE　BA

　　　ケーブル長（m）
　　　　　　84．2～178

ケーブル

ストランド数

ケーブル径　　　（皿m）

2本又は4本

素線 引張強さ　　　（kg／mm2）

弾性係数　　　（kg／mm2）
169
2．04x104

ケーブルの防錆方法
ポリエチレン管（PE管）で被覆し，
内部にセメントモルタルを充填

ソ

材　　　　料

HIAm

塔側一塔頂サドル（鋼製）
主桁側一クロスガーダー　孝学『

にソケットの前面で定着

A
dケ

ツ
ト

定　着　方　法

定着構造

　クロスかター’

　　　　㌶

ツ？749ム

　　　　　ム」』墨ア
　　　←7，げ・←　主桁側（張力導入時）

塔頂サドル

架
　
　
　
　
　
設

　　架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　　引込み側
プレストレス導入方法

塔頂の架設機により，直接
引き上げる

　無
主桁側

ジャッキにより直接引き込み

　　　＝瓢

璽　　む一隔訥『

肥”一監．

　　論沼r
　t
　盟
　1

－1卜

張力の測定方法 加速度計とオシログラフを用いた強制振動法 鄭… ，

そ　　　　の　　　　他

oケーブル鋼重　　490．4t

o製造工場　　　　神鋼鋼線工業
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斜張ケーブルの比較（5）

項

　　　　　　　橋　名

目
Jido　（珍　島）

外　　観　　・　種　　別 卯
　　　　　　　　　　　　ロックドコイル
懸　　　　勿緊　　　　2面吊り

700i

　　　　越　　　　　放射形
uo　　l苅。1

ス　ト　ラ　ン　ド形状

φ56㎜， φ67mm，φ76皿m，φ87mmの4種類

ケーブル

ストランド数

ケーブル径　　　（mm）

1　本

上　記

素線 引張強さ　　　（kg／mm2）

弾性係数　　　（kg／mm2）

ケーブルの防錆方法
素線の亜鉛めっきとSllvercoat

ソ
ケ
ッ
ト

材　　　　料

定　着方　法

定着構造

受ける

　　　　　　　　　　　　　　鵠　　　，　．・．乙、・鍵

架
　
　
　
　
　
設

　架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無

　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

塔頂の架設機により，直接
引き上げる

　無
　主桁側

テンションメーター
ジャッキ（200t）で直接引き込む

そ　　　　の　　　　他

　　o製造工場 東京製綱
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斜張ケーブルの比較（6）

項　目

橋　名

外　観　　・　種　別

ス　トランド形状

ケーブル

素線

ストランド数

ケーブル径　　　（mm）

引張強さ　　（kg／mm2）

弾性係数　　　（kg／㎜2）

ケーブルの防錆方法

ソ

ケ

ツ

ト

架

設

材 料

定着方法

定着構造

架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

そ の 他

Do　l　san　（突　山）

搭・　　宥　　　1

・〃無D．・猟
l　l陶一　　　1

　　　　　　”＿．夢’諸’菖甲・　　一・

8，0

撃鮭ざ

器o鱈

陶頓網闘剛ド’ 『埆一

65爾

ロックドコイノレ

2面吊り

放射形

φ56㎜，φ67㎜，φ76mm，φ87m皿の4種類

1　本

上　記

素線の亜鉛めっきとsilvercoat

ソケットはスレートタイプ
ソケットの前面にて受ける。

繋

’；

護
塔頂の架設機により，直接
引き上げる

　無
　主桁側
ジャッキ（200t）で直接引き込む
原則的にはテンションメーター。荷重の変化はDemec　strain　gauge

oケーブル鋼重　　150t

o製造工場　　東京製綱
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斜張ケーブルの比較（7）
橋　名

Farφ項　目

外　観　 ・　種

ストランド形状

別

且

7男 、 唖

ユ
1 1 。1

且

φ7x 145～277 本

PC鋼線ストランド（φ7m旧）
1面吊り

マルチファン形　9段

ケー九

素線

ストランド数

ケーブル径　　　（m皿）

1　本

引張強さ　　（kg／mm2）
弾性係数　　　（kg／mm2）

ケーブルの防錆方法

ポリエチレン管で被覆
したのち内部を

セメントモルタルで
充填

　　　　　　ワイヤー
　　　　D肥h悔師d’e｛．
　1　　　　　　11も5－2770rOh卜e

・鍵繍蹴充填
　　　　　　ポリエチレン

ソ

ケ

ツ

ト

架

設

材 料

定着方法

定着構造

鉦iAm

架　設　方　法

ケーブルペントの使用有無

　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

　主桁側
ソケットに取付けたジャッキにて直接引き込む
固有振動数を測定する

そ の 他
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斜張ケーブルの比較（8）

項

　　　　　　　　橋　名

目
Adhami　yah

外　　観　　　　種　　別

，

ど98　『
ロックドコイル

・隔噛1 1面吊り．．艦　誓3邸，3’一‘鼻　。

，

！，（「 ファン形　2段

“　　…　　　　　　　　…一轟“… i：

ス　ト　ラ　ン　ド形状

φ68，

（上段）（下段）

φ75の2種類
Zi
Z3

T 籔．し
δ巴

δ，

一層蕩h 「

ケーブル

ストランド数

ケーブル径　　　（mm）

上段12本， 下段24本

上殺ケー7、ン．

下蕪7－7，ノ：＝ンニ2・、7郭

素線「 引張強さ　　　（kg／mm2）

弾性係数　　　（kg／mm2》 L6×104

しix：2x5S“

ケーブルの防錆方法 素線の亜鉛めっき

ソ

材　　　　料 J　I　S S28C
嵩7，ンが

￥　　イζ＝」

ケ
ツ
ト

定着方法

定着構造

亜鉛合金

前面定着
ソケットをシャベイ構造に

f
』

ぞr響■’

！’

4A一一

　ユ7レー謁，一

γ7？ンシ

1
7”一7｝＿‘

、
7
伊
ツ ひ

架 　　架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　　引込み側

より，

　　無

塔頂に設けたエレクター又は
塔中段に設けた巻揚げ装置に
　　　吊り上げる

　　　　（塔側は塔頂サドル）

／
／

　￥／　　＼
＼
＼
　
＼

設 プレストレス導入方法
主桁側

7 り臨M｝

張力の測定方法
ジャッキ（200t〉で直接引き込む
ジャッキの圧カメーター

z）ク愚

そ　　　　の　　　　他

oケーブル重量

oケーブル材料

o製造工場

196t

J　I　S　G3506

東京製綱

SWRH72A
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斜張ケーブルの比較（9）

項　目

橋　名

外　観 種　別

ストランド形状

ケーブル

素線

ストランド数

ケーブル径 （mm）

引張強さ

弾性係数

（kg／mm2）

（kg／mm2）

ケーブルの防錆方法

ソ

ケ

ツ

ト

架

設

材 料

定着方法

定着構造

架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無

　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

そ の 他

Annac　i　s

蟹，．O　l瞭．乃 喝．o 1口．75　℃O

硬 喪　噸

ヨ 略
≡ 量

PWS
2面吊り

マルチファン形　12段
亜鉛めっき鋼線
　　　（φ7mm）

φ7×109～283本

1　本

平行線ケーブルをポリエチレン管で
被覆して，合成樹脂を注入

鋳物

亜鉛鋳込み

i　l　　　i　　　塔　側
　主桁側

塔直下に設置したウインチにより，
中空タワーを通して引き込む

無

ロードセルにて計測

oケーブル鋼重　1500t

o製造工場　British　Rope
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斜張ケーブルの比較⑳
橋　名

Chao　Phya項 目

ロックドコイル
1面吊り

外　　観　　　　種　　別 　響．揚蛍軸、 4
洲

》　　’
ファン型 17段

ム ム
』7．昌

砺3　，612

塒　　1，，Ll巧1

DIN2078　（丸素線）及びDIN779　（Z素線）

ス　ト　ラ　ン　ド形状

φ121
φ125
φ134
φ160

1葦／一

計17本

ストランド数 1　本
ケーブル

ケーブル径　　　（mm） 上　記

素線［ 引張強さ　　　（kg／mm2） 155
弾性係数　　　（kg／mm2） 1．6×104

ケーブルの防錆方法 素線の亜鉛めっきとZinc塗装

ソ
ケ
ツ
ト

材　　　　料

定着方法

定着構造 ソケットの前面定着

　　　　　影くノ’，

’

ll鼻！

鰭コ
主桁側 塔　側

架 架　設　方　法
塔頂の架設機により，
直接引き上げる。

　　　B

一へi

ケーブルベントの使用有無 無

“’1に一置眠

　　へ　．
〆

引込み側 主桁側 コニロ員　…・」犀’

設 プレストレス導入方法 ソケット先端にロッドを連結し，引張ジャッキ（900t）にて引き込む

張力の測定方法 テンションメーター

oケーブル鋼重　1250t

o製造工場 西ドィッThyssen社
そ の　　　　他
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斜張ケーブルの比較⑪

項　目

橋　名

外　観 種．　別

ストランド形状

ケーブル

素線

ストランド数

ケーブル径 （mm）

引張強さ

弾性係数

（kg／mm2〉

（kg／mm2〉

ケーブルの防錆方法

ソ

ケ

ツ

ト

架

設

材 料

定着方法

定着構造

架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

そ の 他

，大　和　川

140 鴇亀．o 1』り，o

o　o o

PWS
1面吊り

ハープ形　4段
亜鉛めっき鋼線
　　　（φ5mm）

○巳　罠 7留a 脚留y∂ 霊響1聞留龍 儲 己　　　陶
、，88

一握畢 33脚 働 雛
よ昌，，レ需

期

一糧畢山、一lilii一

P鴨一21713本　　PWS－21713本　　PWS－16919本　　剛S－21719本

160～180
2．O　x101以上

紗窃平愚翌翻∫
釦邑”1ワ・－D　　侵師，・・7幽　　o一乙一3”一・働　闘畠乙931，一，釦

FRPシース

S　C46　（J　I　S　G5101炭素鋼鋳鋼品）

亜鉛（Zn98％，Cu2％）鋳込み

ソケットをアンカーガー外に前面定着

（縦シャイベ形式）

マロコルおイント

37レー7ドル7ン”一5一プ9

　　　　　ニ＝ζr　　　　　　　一
＝二』一一噌9
－1一　　　　　　　　　　　＿
二一
　　　　、　　一

、
醒2　　ン77卜

塔頂の架設機により，直接
引き上げる（キャットウ勅ク使用）

　有

主桁側（塔側は塔頂サドル）
　塔頂サドルの打上げ（2m以内）
　ケーブルザグ，素線ひずみ（ひずみゲージ）

を一7μンレ　7i　辱”卜，冒一9

膨i
胆匙　P一

振動数

」

ケーブル工銘元
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斜張ケーブルの比較働
橋　名

名　　港 西

項 目

PC鋼線ストランド
1750　　　　　40…O　　　　　”50 （φ5m皿）

外　　観　　　　種　　別 　　l　　　　　　　　　　　l
2面吊り

マルチファン形 12段一
且
　
凸 ・　　占

墓

ス　ト　ラ　ン　ド形状

　7種類

　φ5×379本　1本
　φ5x337本　1本
・φ5×313本　1本
　φ5x283本　2本

翻i．翻

φ5x241本　5本
φ5×217本　12本
φ5×　163本　2本
　　　　　計24本×4

　　　割

・翻
　団笥

　一　　　－冒　　　一－　　　　　　　噂　一■　　　，

　　』
畿・
　岡　1　＝1

　　　ゴ
鶴．」レ
襯詠…蚤
　1
　岡　，　こ1

ストランド数 1　本
ケーブル

ケーブル径　　　（皿m） 上　記

素線 引張強さ　　　（kg／mm2） 160～180
弾性係数　　　（kg／皿m2）

亜鉛めっき素線にポリエステル 三鉛めっき錫繍φ5 8

ケーブルの防錆方法
焼付けを行い，集束した後，
ポリエチレン管で被覆し，

セメントミルクを充填

鳥昌163一ヨ79

．ポリニチレン管

七”トミルクー醤
， ＄1

Σ1

鋤
‘霧7．1－9．3

材　　　　料 S40C　（J　IS　　G4051 機械構造用炭素鋼鋼材）
ソ 定着方法 HiAm

ケ
ッ
定着構造 塔　側一ソケットを介して定着桁

　　　　へ前面定着
　　　　　券 ．藪

ト 主桁側一外側ウェブに定着用
　　　　鋼管（遠心力鋳鋼管）を割り

薗
　
　
　
、 吋

込ませた構造（酎ブアンカー形式） 主桁側 塔　側

一　「』　－　　　　　　　　■　　『 ■
、
．

塔頂の架設機により，直接 耗．■．一．

架 　　架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　　引込み側

引き上げる

　　無
　主桁側

設 プレストレス導入方法 ジャッキ（500t）で直接引き込む
o　　甲

張力の測定方法 ケーブルに圧電型加速度計を取り付け， 常時微動を計測した （振動法）

oケーブルは単ストランド方式で， ケーブル取換えが容易な構造

o鋼重（ヶ一ブル関係）
そ　　　　の　　　　他 PWS　　　　　518t

形鋼・その他　　103t　計 621t

控造工場神鋼鋼線工業
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斜張ケーブルの比較㈲

項　目 ＼
橋　名

外　　観 種　　別

ス　トラ　ン　ド形状

ケー九

素線

ストランド数

ケーブル径 （mm）

引張強さ　　（kg／mm2）
弾性係数　　　（kg／mm2）

ケーブルの防錆方法

ソ

ケ

ツ

ト

架

設

材　　　　料

定着方法
定着構造

架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

そ の 他

S宇形曲線斜張橋

PC鋼線ストランド
　　　　　（φ7皿m）
1面吊り

マルチファン形
　親塔側　17段

　子塔側　7段

双窄オ

軍“絵。纂17陰　軍6陰一繁10欺　軍：陰噂軍7陰

φ7xI弱3　一，殴27峯　φ7刈87亀

　鞭塵’－

6種類

子培オ

軍‘蹴一ヌ7陰　　　軍3陰　　劉陰．罫澱

　一7寓3133　　φ7誕163議　φ7x1213

1　本

上　記

165以上
2．05x104以上

PC裸鋼線を2層構造の
ポリエチレン管で被覆し，

セメントモルタルを充墳

　　　　スペーサストランド

HiAm

主桁側，塔側共ソケットを

定着桁へ前面定着，

但し子塔方上4段は
背面定着形式
主桁側（横梁形式）

　　　　　　　　　　　　　　　ワごソつリム

塔頂の架設機により，
直接引き上げる

　　無
　主桁側
ジャッキ（600t）で直接引き込む
振動法，ロードセル

、’－

撃響響警
歪　ノ　．．」1～’

o鋼重（ケーブル関係，但しソケットは含まず）
　　PC鋼線　　　228t

i罷1｝72・

　　　　　　　計300t
o製造工場　　神鋼鋼線工業
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